
漢代の文書についての一考察 : 「記」という文書
の存在

その他のタイトル An Examination of the Han (漢) Dynasty
Documents : Discovery of the Document Called
"chi" (記)

著者 鵜飼 昌男
雑誌名 史泉
巻 68
ページ 18-30
発行年 1988-09-30
URL http://hdl.handle.net/10112/00025709



ー
「
記
」
と

一
、
は
じ
め
に

漢
代
の
政
治
が
広
汎
な
帳
簿
と
文
書
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
漢
書
・
後
漢
書
な
ど
の
記
述
に
う
か
が
わ
れ
、
居
延
漢
簡
・
敦

煙
漢
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
一
層
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
広
大
な
領
域

を
皇
帝
の
命
令
が
下
達
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
は
、
大
庭
脩
氏
の
居
延
出
土

①
 

詔
書
冊
の
復
原
に
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
下
部
機
構
か
ら
の
行
政

報
告
を
郡
縣
が
総
括
し
て
中
央
へ
報
告
す
る
上
計
制
度
も
、
辺
境
の
焔

隊
で
作
成
さ
れ
た
籍
帳
を
も
と
に
し
た
こ
と
が
、
漢
簡
の
研
究
か
ら
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
命
令
・
報
告
の
徹
底
は
、
現
実
に

起
こ
る
様
々
な
事
態
に
対
応
で
き
る
政
治
制
度
の
整
備
が
あ
っ
て
こ
そ

可
能
と
な
る
。
中
央
官
庁
の
職
掌
分
化
の
様
子
は
、
未
だ
皇
帝
の
家
政

的
職
務
を
担
当
す
る
も
の
が
相
当
な
比
重
を
占
め
る
と
は
い
え
、
外
朝

R
 

に
お
い
て
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
文
書
制
度
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
正
史
に
は
明
確
な
記
述
は
無
く
、
後
漢
の
察
也
の
「
独
断
」
に
、

皇
帝
を
中
心
と
し
た
文
書
が
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
現
実
に
皇

帝
と
の
文
書
の
往
復
だ
け
で
は
事
が
足
り
る
も
の
で
は
な
く
、
漠
簡
に

は
皇
帝
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
文
書
簡
が
数
多
く
存
す
る
。
一
官
庁
の

長
が
自
己
の
権
限
で
発
す
る
命
令
は
相
当
多
数
あ
っ
て
、
種
々
雑
多
な

小
事
を
処
理
す
る
は
ず
で
あ
る
。

唐
代
に
お
い
て
は
、
大
唐
六
典
巻
一
の
尚
書
省
左
右
司
郎
中
員
外
郎

の
条
に
、凡
上
之
所
以
逮
下
其
制
有
六
、
日
制
、
救
、
冊
、
令
、
教
、
符

と
あ
り
、
そ
の
注
に
、

漢
代
の
文
書
に
つ
い
て
の
一
考
察

い

う

文

書

の

存

在

|

|
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官
庁
ま
た
は
官
吏
が
、
自
己
の
権
限
に
お
い
て
発
給
す
る
文
害
の
例

と
し
て
、
漢
書
で
は
移
書
（
書
を
移
す
）
と
い
う
形
で
で
て
く
る
。
漠
書

巻
四
七
文
三
王
（
梁
王
劉
立
）
伝
に
、
書
が
文
書
の
一
種
を
な
す
と
考

え
ら
れ
る
証
が
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
し
て
み
る
。

哀
帝
建
平
中
、
立
復
殺
人
。
天
子
遣
廷
尉
賞
、
大
鴻
腿
由
持
節
即

訊
。
至
、
移
書
偲
相
、
中
尉
日
「
王
背
策
戒
、
諄
暴
妄
行
、
連

犯
大
辟
‘
毒
流
吏
民
。
（
中
略
）
博
、
相
、
中
尉
皆
以
輔
正
為
職
、

二、

「
到
」
と
い
う
語
句

尚
書
省
下
於
州
、
州
下
於
縣
、
縣
下
於
郷
、
皆
日
符

と
あ
り
、
皇
帝
が
直
接
関
与
し
な
い
行
政
命
令
と
し
て
符
が
存
す
る
。

ま
た
、
同
条
に
は
各
官
庁
間
で
相
互
に
か
わ
す
文
書
と
し
て

諸
司
自
相
質
問
、
其
義
有
三
、
日
開
、
刺
、
移

と
あ
り
、
な
か
で
も
移
に
つ
い
て
は
、

移
謂
移
其
事
於
他
司
、
移
則
通
判
之
官
皆
連
署

と
注
し
て
お
り
、
所
属
の
異
な
る
官
庁
間
の
往
復
文
書
と
し
て
、
最
も

R
 

一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
代
に
お
い
て
も
、
唐
代
に
み
ら
れ
る
各
種
の
文
書
の
存
在
は
十
分

に
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
・
用
法
な
ど
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
簡
を
手
が
か
り
に
漢
代
の
文
書

制
度
に
つ
い
て
考
察
し
、
察
畠
の
遺
を
補
っ
て
み
た
い
。

虎
児
出
於
厘
、
継
玉
毀
於
既
中
、
是
誰
之
過
也
。
書
到
、
明
以
誼

暁
王
。
敢
復
懐
詐
、
罪
過
盆
深
。
博
、
相
以
下
、
不
能
輔
導
、
有

正
法
。
」

こ
の
史
料
は
廷
尉
、
大
鴻
腿
が
哀
帝
の
命
を
う
け
て
、
梁
王
の
罪
を

た
だ
す
た
め
王
国
に
く
だ
り
、
王
の
輔
導
役
の
重
臣
連
へ
宛
て
た
文
害

で
あ
る
。
文
中
に
書
到
明
以
誼
眺
王
と
あ
る
個
所
よ
り
以
下
に
、
こ
の

文
書
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
廷
尉
‘
大
酒
胞
か
ら

発
給
さ
れ
た
書
の
文
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
史
料
の
中
で
、
漢

代
の
文
書
そ
の
も
の
で
あ
る
居
延
漢
簡
と
一
致
す
る
語
句
が
あ
る
。

「
書
到
」
が
そ
れ
で
、

A
3
2
肩
水
金
関
址
と
考
え
ら
れ
る
地
点
か
ら
、

建
平
三
年
閏
月
辛
亥
朔
丙
寅
、
腺
福
倉
丞
敵
移
肩
水
金
開
、
居
延

埠
長
王
攻
所
乗
用
馬
各
如
牒
、
書
到
出
如
律
令
一
五
・
一
八

と
い
う
緑
福
倉
の
丞
散
か
ら
金
関
へ
出
さ
れ
た
居
延
埠
長
王
攻
の
出
関

④
 

依
頼
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
出
て
い
る
。
こ
の
簡
に
は
他
に
王
攻
の

乗
っ
て
い
る
馬
に
つ
い
て
特
徴
・
毛
色
な
ど
を
記
し
た
牒
が
つ
い
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
牒
を
も
含
め
て
書
と
称
し
、
こ
の
文
書
を
受

け
取
っ
た
な
ら
ば
金
関
を
出
る
こ
と
を
認
め
よ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

書
到
の
語
句
は
、
こ
の
他
に
も
漢
簡
に
例
が
多
く
、
漢
代
の
公
文
の
常

用
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
書
が
公
文
の
総
称
を
表
わ
し
た

り
‘
害
か
れ
た
も
の
一
般
を
意
味
す
る
普
通
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お

れ
ば
、
公
文
に
は
全
て
書
到
の
用
例
し
か
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

害
以
外
の
漢
代
の
文
書
の
例
を
調
べ
て
み
る
と
檄
と
称
さ
れ
る
文
書
が
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あ
る
。
説
文
解
字
に
は
、
二
尺
書
と
あ
り
、
簡
の
長
さ
で
区
別
を
し
て

い
る
が
、
緊
急
な
場
合
お
も
に
軍
関
係
の
文
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
檄
に
は
、
書
到
と
は
別
に
、
檄
到
ま
た
は
檄
書

到
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
害
巻
八
三
朱
博
伝
に
は
、
郡
の

書
佐
に
対
し
て
口
頭
で
命
令
文
を
筆
写
さ
せ
て
、

「
府
告
姑
幕
令
丞
、
言
賊
登
不
得
、
有
書
。
檄
到
‘
令
丞
就
職
、

滸
微
王
卿
力
有
餘
、
如
律
令
。
」

と
朱
博
が
伝
え
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
漢
簡
で
も
四
面
に
わ
た
っ

て
書
か
れ
た
檄
に
、

都
尉
事
、
司
馬
登
行
丞
事
、
謂
肩
水
候
官
、
窯
移
檄
到
、
如
太
守

府
檄
書
律
令
卒
史
安
正
、
扇
築
世
、
書
佐
延
年

―
二
•
1
0

と
あ
り
、
文
書
の
発
給
に
あ
た
る
側
で
は
檄
と
書
と
を
明
ら
か
に
区
別

⑤
 

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
公
文
の
末
尾
に
あ
る
執
行
命
令
を
表
わ
す
部
分
の

「
到
」
を
手
が
か
り
に
、
他
の
文
書
の
存
在
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、

「
記
到
」
と
害
か
れ
た
例
が
漢
簡
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

H

書
啓
と
し
て
の
記

記
と
い
う
名
称
の
文
書
に
注
目
し
た
研
究
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
の

-
‘
記
に
つ
い
て

考
え
方
が
あ
る
。
―
つ
は
、
陳
槃
氏
が
「
漢
晋
遣
簡
偶
述
」
の
第
十
二

項
に
お
い
て
、
居
延
漢
簡
五
枚
を
引
用
し
て
、
漢
代
の
書
讀
つ
ま
り
手

紙
の
こ
と
を
さ
す
名
詞
の
一
っ
と
し
て
、
害
あ
る
い
は
疏
と
呼
ば
れ
て

⑥
 

い
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

居
延
漢
簡
の
中
に
は
、
手
紙
と
考
え
ら
れ
る
簡
を
約
四
十
枚
を
数
え

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
簡
の
特
徴
は
、
表
裏
に
わ
た
っ
て
書
か
れ

大
部
分
が
幅
の
広
い
漢
簡
の
形
状
で
い
う
贖
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
あ
る
。
害
式
も
独
特
の
用
語
を
も
ち
、
例
え
ば
、
一
O
•

―
六
A

B
に
は宣
伏
地
再
拝
請

幼
孫
少
婦
足
下
、
甚
苦
塞
上
暑
時
、
願
幼
孫
少
婦
足
衣
強
食
恨
塞

上
、
宣
幸
得
幼
孫
力
、
過
行
邊
母
宅
急
、
幼
都
以
閏
月
七
日
輿
長

史
君
倶
之
居
延
、
言
丈
人
母
も
急
、
登
卒
不
審
得
見
幼
孫
不
宅
不

足
、
敷
来
記
、
宣
以
十
一
日
酎
候
官
末
決
、
謹
因
使
奉
書
、
伏
地

再
拝
幼
孫
少
婦
足
下
、
朱
幼
孝
書
、
願
亭
撮
幸
為
到
臨
渠
隊
長
射

幼
孫
治
所
・
書
即
日
起
候
官
、
行
兵
使
者
幸
未
到
、
願
豫
自
辮
母

為
諸
部
殿

と
あ
り
、
「
伏
地
再
拝
」
と
上
申
文
書
の
語
句
を
用
い
、
相
手
の
名
を

緯
名
で
は
記
さ
な
い
。
ま
た
、
相
手
方
の
安
否
を
気
づ
か
う
「
甚
苦
塞

上
」
と
か
「
足
衣
強
食
懺
塞
上
」
な
ど
の
常
用
語
句
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
害
式
・
常
用
語
句
を
も
つ
も
の
は
、
そ
の
内
容
か
ら
私

的
に
個
人
間
に
通
交
す
る
文
書
で
あ
り
、
手
紙
で
あ
る
こ
と
は
誤
り
な
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い
。
文
献
に
記
を
さ
ぐ
っ
て
も
、
私
信
と
し
て
表
記
さ
れ
た
記
の
例
が
、

後
述
の
漢
書
酵
宣
伝
に

（
楊
）
湛
即
時
解
印
綬
付
吏
、
為
記
謝
宣
、

と
あ
り
、
ま
た
、
朱
博
伝
に
は
、

長
陵
大
姓
尚
方
禁
少
時
嘗
盗
人
妻
‘
見
祈
、
創
著
其
頬
。
府
功
曹

受
賂
、
白
除
禁
調
守
尉
。
博
聞
知
、
以
宅
事
召
見
、
視
其
面
、
果
有

搬
。
博
辟
左
右
問
聰
「
是
何
等
創
也
。
」
禁
自
知
情
得
、
叩
頭
服
吠
゜

博
笑
日
「
大
夫
固
時
有
是
。
凋
端
欲
洒
卿
恥
、
枚
拭
用
禁
‘
能
自
放

不
。
」
禁
且
喜
且
憬
、
針
日
「
必
死
。
」
博
因
赦
禁
「
母
得
泄
語
、
有

便
宜
、
輻
記
言
。
」
因
親
信
之
以
為
耳
目
。

と
あ
り
、
朱
博
が
尚
方
禁
に
対
し
て
上
申
す
べ
き
事
が
あ
る
場
合
に
は

記
を
用
い
よ
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
記
と
は
、
上
申
内
容
を
他
の
者
に

稲
す
る
た
め
に
特
に
用
い
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
規
定
の
上
書
の
ル

ー
ト
に
の
せ
な
い
た
め
に
私
信
で
あ
る
記
を
用
い
た
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
官
事
・
私
事
に
か
か
わ
ら
ず
私
信
と
し
て
の
記
は
、
陳
槃

氏
の
説
く
よ
う
に
漢
書
・
後
漢
書
の
中
で
「
記
を
奏
す
」
つ
ま
り
奏
記

と
で
て
く
る
も
の
に
あ
た
る
。
奏
記
の
記
が
私
信
の
書
式
を
も
つ
と
い

う
こ
と
は
、
後
漢
書
巻
四
十
上
、
班
固
列
伝
の
班
固
が
東
平
王
劉
蒼
に

記
を
奏
す
の
条
に
、
恵
棟
が
注
し
て
、

任
防
文
章
縁
起
云
、
奏
記
、
漢
江
都
董
仲
舒
詣
公
孫
宏
奏
記
。

R
 

に
み
る
こ
と
が
で
き
、
董
仲
舒
の
記
は
、

江
都
相
董
仲
舒
、
叩
頭
死
罪
、
再
拝
上
言
、

に
は
じ
ま
り
、
文
末
を

仲
舒
叩
頭
死
罪
、
謹
奉
春
秋
署
置
行
、
再
拝
君
侯
足
下
。

と
し
、
私
信
の
書
式
と
酷
似
し
て
い
る
。
居
延
漢
簡
の
中
に
も
r

出
土

地
不
明
な
が
ら
甲
附
―
二

A
B
の
番
号
を
も
つ

奏

伏

地

再

拝

皇

撒

次

君

足

下

□

(
A
)

第
舟
一
隊
長
謹
報
、
皇
撒
前
部
遣
第
舟
二
隊
長
賢
迎
四
月
奉
、
不

償
誼
奉
錢
、
賢
言
、
橡

□誼
家
誼
家
不
取
錢
、
今
不
助
奉
到
在
張

液
口
誼
要
所
在

(B)

第
舟
一
隊
長
が
皇
橡
次
君
足
下
へ
奏
し
た
簡
が
あ
り
、
文
献
上
の
奏
記

に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
が
、
記
は
私
信
を
表
わ

す
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
陳
槃
氏
の
説
に
卑
見
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。口
下
達
文
書
と
し
て
の
記

私
信
の
記
と
は
別
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
記
が
、
漢
書
・
後
漢
書
に

散
見
す
る
。
漢
書
巻
七
十
六
趙
廣
漢
伝
に
、

先
是
‘
穎
川
豪
傑
大
姓
相
輿
為
婚
姻
、
吏
俗
朋
黛
。
廣
漢
患
之
、

属
使
其
中
可
用
者
受
記
、
出
有
案
問
、
既
得
罪
名
、
行
法
罰
之
‘

廣
漢
故
漏
泄
其
語
、
令
相
怨
咎
゜

と
あ
り
、
穎
川
太
守
の
趙
廣
漢
が
郡
吏
と
豪
族
と
の
癒
着
状
態
の
中
で

治
政
す
る
に
あ
た
り
、
郡
吏
の
中
か
ら
見
込
み
の
あ
る
者
を
選
ん
で
、

太
守
か
ら
「
記
」
を
与
え
て
、
豪
族
の
罪
を
探
索
・
摘
発
さ
せ
た
と
い
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う
内
容
で
あ
る
。
後
漢
の
服
虔
は
こ
の
記
を
、
相
訟
の
賤
記
つ
ま
り
百

姓
か
ら
の
訴
状
と
理
解
し
、
太
守
の
命
令
文
書
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

唐
の
顔
師
古
は
、

揮
其
中
可
使
者
、
奨
属
而
使
之

と
注
し
て
、
太
守
か
ら
郡
吏
に
あ
て
て
発
給
さ
れ
た
豪
族
取
締
り
の
命

令
文
書
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

顔
師
古
と
同
じ
考
え
は
、
清
の
朱
一
新
も
持
ち
、
受
記
と
は
太
守
の

⑧
 

皓
誡
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
と
注
し
て
い
る
。
近
年
出
版
さ
れ
た
呉
洵

⑨
 

氏
の
『
漢
書
注
商
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
部
分
の
記
に
つ
い
て
漢
書
か

ら
他
の
例
を
列
挙
し
た
上
で
考
証
を
試
み
て
い
る
の
で
、
以
下
に
呉
拘

氏
の
説
を
検
討
し
な
が
ら
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
漢
書
巻
八
十
六
何
武
伝

（
何
）
武
為
刺
史
、
二
千
石
有
罪
、
應
時
學
奏
、
其
餘
賢
狽
不
肖
敬

之
如
一
、
是
以
郡
國
各
重
其
守
相
、
州
中
清
平
。
行
部
必
先
即
學

官
見
諸
生
、
試
其
誦
論
、
問
以
得
失
、
然
後
入
偲
舎
、
出
記
問
墾

田
頃
畝
、
五
穀
美
悪
、
已
乃
見
二
千
石
、
以
為
常
゜

こ
の
例
か
ら
記
は
簿
籍
の
類
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
内
容
は
、
何

武
が
刺
史
と
し
て
任
地
に
赴
い
た
場
合
、
ま
ず
学
官
に
立
ち
寄
り
諸
生

の
学
習
成
果
を
試
す
。
そ
の
後
に
宿
舎
に
入
り
、
担
当
地
域
か
ら
農
業

に
関
す
る
報
告
を
求
め
た
上
で
、
そ
の
地
の
郡
守
に
会
見
す
る
こ
と
を

常
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
記
は
農
業
報
告
を
求
め
る
た
め
に
、

刺
史
か
ら
郡
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
郡
か
ら
刺
史
へ
返
さ
れ
る
報

告
は
簿
籍
の
形
式
の
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
刺
史
か
ら
の
記

は
下
達
文
書
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

敦
煙
漢
簡
に
、

十
二
月
癸
丑
、
大
煎
都
候
丞
罷
軍
、
別
治
富
昌
隊
、
謂
部
士
吏
、

高
移
書
到
‘
宵
籍
吏
出
入
闘
人
畜
車
馬
器
物
、
如
官
書
會
正
月
一
―
―

日
、
須
集
移
官
各
三
通
、
母
忽
如
律
令

T
 
• 
VI•bi.152 

と
あ
り
、
大
煎
都
候
丞
か
ら
所
属
の
部
士
吏
に
対
し
、
関
の
出
入
数
を

簿
籍
と
校
閲
す
る
こ
と
を
命
令
し
た
簡
が
あ
る
。
刺
史
か
ら
出
さ
れ
た

記
の
書
面
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
何

武
伝
の
記
は
、
下
達
文
書
の
例
で
あ
る
。

次
に
、
同
書
巻
七
十
六
張
敵
伝

敷
月
、
京
師
吏
民
解
弛
、
抱
鼓
敷
起
、
而
翼
州
部
中
有
大
賊
。
天

子
思
散
功
放
、
使
使
者
即
家
在
所
召
散
。
散
身
被
重
劾
、
及
使
者

至
、
妻
子
家
室
皆
泣
怪
憚
、
而
散
獨
笑
日
「
吾
身
亡
命
為
民
、
郡

吏
常
就
捕
、
今
使
者
来
、
此
天
子
欲
用
我
也
。
」
即
装
随
使
者
詣

公
車
、
上
書
日
「
臣
前
幸
得
備
位
列
卿
、
待
罪
京
兆
、
坐
殺
賊
捕

撤
架
舜
。
舜
本
臣
散
素
所
厚
吏
、
敷
蒙
恩
貸
、
以
臣
有
章
劾
嘗
免
、

受
記
考
事
、
便
蹄
臥
家
、
謂
臣
『
五
日
京
兆
』
、
背
恩
忘
義
、
傷

化
薄
俗
゜
臣
窟
以
舜
無
欣
、
柾
法
以
誅
之
。
臣
敵
賊
殺
無
亭
、
鞠

獄
故
不
直
、
雖
伏
明
法
、
死
無
所
恨
。
」
天
子
引
見
散
、
拝
為
翼

州
刺
史
。
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呉
洵
氏
は
「
受
記
考
事
」
を
、
張
敵
が
紫
舜
に
下
し
た
委
職
の
札
で
あ

る
と
解
釈
し
て
い
る
。
京
兆
手
を
務
め
て
い
た
張
敵
は
、
大
逆
に
坐
し

た
光
緑
勲
楊
憚
と
の
交
友
関
係
か
ら
免
職
が
濃
厚
で
あ
っ
た
時
、
ち
ょ

う
ど
賊
捕
操
の
紫
舜
に
命
じ
て
、
あ
る
事
件
を
捜
査
さ
せ
て
い
た
が
、

架
舜
は
上
司
の
張
敵
が
免
職
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
「
五
日
限
り

の
京
兆
手
よ
」
と
う
そ
ぶ
い
て
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
の
記
も
下
達
命
令
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

三
つ
め
と
し
て
、
巻
八
十
三
膵
宣
伝

始
高
陵
令
楊
湛
、
榛
陽
令
謝
滸
皆
貪
猾
不
遜
、
持
郡
短
長
、
前
二

千
石
敷
案
不
能
覚
。
及
宣
視
事
、
詣
府
謁
r

宣
設
酒
飯
輿
相
酎
、

接
待
甚
備
己
而
陰
求
其
罪
滅
、
具
得
所
受
取
。
宣
察
湛
有
改
節
敬

宣
之
放
、
乃
手
自
牒
書
、
條
其
姦
威
、
封
輿
湛
日
「
吏
民
條
言
君

如
牒
、
或
議
以
為
疑
於
主
守
盗
。
海
朔
敬
重
令
、
又
念
十
金
法
重
、

不
忍
相
暴
章
。
故
密
以
手
書
相
暁
r

欲
君
自
闘
進
退
、
可
復
伸
眉

於
後
。
即
無
其
事
、
復
封
復
記
、
得
為
君
分
明
之
。
」
湛
自
知
罪

滅
皆
應
記
、
而
宣
僻
語
温
潤
、
無
傷
害
意
。
湛
即
時
解
印
綬
付
吏
、

為
記
謝
宣
、
終
無
怨
言
。

而
棟
陽
令
滸
自
以
大
儒
有
名
、
軽
宣
。
宣
獨
移
書
顕
責
之
日
「
告

榛
陽
令
、
吏
民
言
令
治
行
煩
苛
、
適
罰
作
使
千
人
以
上
、
賊
取
錢

財
敷
十
萬
、
給
為
非
法
、
賣
買
聰
任
富
吏
‘
買
敷
不
可
知
。
證
験

以
明
白
、
欲
遣
吏
考
案
、
恐
負
奉
者
、
恥
辱
儒
士
、
故
使
撒
平
鍋

令
、
孔
子
日
、
陳
力
就
列
、
不
能
者
止
。
令
詳
思
之
、
方
調
守
。
」

滸
得
檄
‘
亦
解
印
綬
去
。

こ
の
伝
に
は
記
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
点
が
あ
る
の
で
、
か
な

り
長
き
に
わ
た
っ
て
引
用
を
し
た
。
内
容
の
概
略
は
こ
う
で
あ
る
。
左

凋
朔
と
な
っ
た
膵
宣
は
、
以
前
か
ら
悪
評
の
高
か
っ
た
高
陵
令
の
楊
湛
、

棟
陽
令
謝
幣
の
二
人
に
対
し
て
、
懐
柔
し
な
が
ら
各
人
の
隠
匿
し
て
き

た
罪
を
に
ぎ
り
、
多
少
改
悛
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
楊
湛
に
穏
や
か

に
罪
を
問
う
。
湛
は
宣
の
記
の
内
容
に
観
念
し
、
謝
意
を
伝
え
て
辞
職

を
す
る
が
、
謝
源
は
宣
を
軽
視
す
る
態
度
が
あ
る
の
で
、
記
を
送
ら
ず

即
座
に
法
に
照
ら
し
た
処
分
を
下
達
す
る
の
で
あ
っ
た
。

酵
宣
伝
の
中
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
酵
宣
が
県
令
二
人
の
処
分
に
あ

た
っ
て
、
下
達
文
書
と
し
て
檄
と
記
と
を
使
い
わ
け
て
い
る
点
に
あ
る
。

記
の
文
辞
は
法
の
適
用
の
前
に
湛
自
ら
の
意
志
判
断
を
喚
起
す
る
表
現

を
用
い
て
お
り
、
「
密
か
に
手
書
を
以
っ
て
相
暁
す
」
と
は
な
は
だ
私

的
な
文
書
で
あ
る
か
の
感
を
い
だ
か
せ
る
。
楊
湛
が
記
の
内
容
を
不
服

と
し
た
な
ら
ば
、
陣
宣
は
改
め
て
法
を
規
定
通
り
に
適
用
し
て
く
る
こ

と
は
予
想
さ
れ
、
記
は
法
適
用
の
前
の
段
階
に
位
置
す
る
文
書
で
あ
る

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
上
官
命
令
之
牒
と
解
釈
す
る
呉
洵
氏
の
考
え
に

は
異
を
唱
え
な
い
が
、
以
上
の
考
え
方
が
卑
見
で
は
加
わ
る
の
で
あ
る
。

記
炉
法
適
用
の
前
段
階
に
位
置
す
る
文
書
で
は
な
い
か
と
い
う
点
は

ま
戻
張
敵
伝
の
記
に
も
そ
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
賊
捕
操
紫
舜
が

張
敵
の
記
を
受
け
な
が
ら
職
事
を
果
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
張

敵
は
、
背
恩
忘
義
、
傷
化
薄
俗
と
い
う
点
を
問
題
に
し
て
、
直
接
に
は
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記
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
命
令
の
不
履
行
を
問
題
に
し
て
は
い
な
い
。
ー
更

に
架
舜
は
張
敵
の
免
職
を
見
越
し
て
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
の
で
あ
り
、

記
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
命
令
は
発
給
者
の
在
職
中
に
限
っ
て
効
力
を
有

し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
点
も
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
膵
宣
が
使
い
わ
け
た
檄
と
記
と
の
違
い
、
ま
た

は
、
記
の
特
徴
は
、
法
的
な
拘
束
力
の
強
弱
に
あ
り
、
記
は
そ
れ
が
他

の
文
書
に
較
べ
て
弱
い
文
書
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
考
え
を
補

強
す
る
史
料
は
、
更
に
二
例
後
漢
書
の
中
に
あ
る
。

後
漢
書
巻
四
十
一
鐘
離
意
伝
に
、

鐘
離
意
字
子
阿
、
會
稽
山
陰
人
也
。
少
為
郡
督
郵
。
時
部
縣
亭
長

有
受
人
酒
證
者
、
府
下
記
案
考
之
。
意
封
還
記
、
入
言
於
太
守
日

「
春
秋
先
内
後
外
、
詩
云
ミ
刑
於
寡
妻
、
以
御
千
家
邦
。
明
政
化

之
本
、
由
近
及
遠
。
今
宜
先
清
府
内
、
且
闊
略
遠
縣
細
微
之
怨
。
」

太
守
甚
賢
之
、
遂
任
以
縣
事
。

と
あ
り
、
郡
の
督
郵
で
あ
っ
た
鐘
離
意
は
、
府
か
ら
の
記
に
よ
る
命
令

に
異
議
を
と
な
え
、
記
を
府
へ
還
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
意
見
上
申
の

た
め
太
守
と
会
い
、
そ
れ
が
太
守
に
認
め
ら
れ
縣
の
事
を
ま
か
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
に
よ
る
命
令
に
異
議
不
服
が
あ
れ
ば
、
記
を
か
え
す
と
い
う

例
は
、
前
述
の
膵
宣
伝
の
中
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
記
を
下
す
側
の

蒜
宣
自
ら
が
、
記
の
文
中
に
「
即
ち
其
事
無
か
れ
ば
、
ま
た
封
じ
て
記

を
復
せ
」
と
書
い
て
お
り
、
漠
代
で
は
慣
習
ま
た
は
定
例
と
さ
れ
て
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
後
漢
書
の
同
巻
宋
均
伝
に
は

宋
均
遷
上
察
令
。
時
府
下
記
‘
禁
人
喪
葬
不
得
俊
長
。
均
日
「
夫

送
終
躁
制
、
失
之
軽
者
。
今
有
不
義
之
民
、
尚
未
循
化
、
而
逮
罰

過
證
、
非
政
之
先
。
」
覚
不
肯
施
行
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
記
を
か
え
し
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
か
ら
更
に
過

激
な
例
と
し
て
、
府
か
ら
の
記
に
よ
る
命
令
に
対
し
て
宋
掏
は
納
得
せ

ず
、
上
察
縣
で
は
施
行
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
宋
均
は
こ
れ

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
処
分
を
受
け
た
の
か
は
後
漢
書
に
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
後
に
九
江
太
守
に
遥
っ
た
と
き
の
記
事
が
続
く
と
こ
ろ
を

み
る
と
大
き
な
処
分
は
受
け
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
例
か
ら
も
、
記
を
用
い
て
下
さ
れ
る
命
令
の
重
み
、
そ
の
遵

守
・
執
行
を
強
制
す
る
法
的
拘
束
力
の
弱
さ
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
文
献
か
ら
帰
納
し
て
得
ら
れ
た
下
達
文

書
と
し
て
の
記
は
、
漢
代
の
行
政
文
書
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
木
簡
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
姿
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
あ
う
か
。

節
を
改
め
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

居
延
漢
簡
及
び
敦
煙
漢
簡
の
中
か
ら
、
第
二
節
で
述
べ
た
「
到
」
の

四
、
漠
簡
に
よ
る
検
証
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語
に
注
目
し
た
結
果
、
以
下
の
九
簡
を
ま
ず
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
。

堕
ハ
月
辛
未
、
府
告
金
鯛
畜
夫
久
、
前
移
檄
逐
辟
棄
他
令
史

解
事
所
行
蒲
封
一
、
至
今
不
到
、
解
何
、
記
到
久
逐
辟
詣

一
八
三
・
一
五
A

會
壬
申
旦
、
府
針
吠
、
母
得
以
宅
為
解
、
各
署
記
到
起
時
令
可
課

告
肩
水
候
＝
官
ー
ー
所
移
卒
責
、
不
輿
都
吏
移

□所
畢
籍
不
相
應
、

解
何
、
記
到
遣
吏
抵
校
、
及
将
軍
未
知
又
牌
白
之

B

②
元
延
二
年
十
月
壬
子
、
甲
渠
候
隆
謂
第
十
候
長
忠
等
、
記
到
各
遣

将

凜

ニ

ー

四

・

三

〇

⑥
図
官
告
第
四
候
長
徐
卿
、
郭
卒
周
利
自
言
‘
嘗
責
第
七
隊
長
季
由

図
百
、
記
到
持
由
三
月
奉
錢
詣
官
、
會
月
三
日
有ニ
八
五
・
ー
ニ

0
告
第
廿
三
候
長
、
記
到
召
莫
山
隊
長
明
詣
官
、
以
急
疾
為
故
、
急
＝

一
六
0
•
四

伺

□口
月
癸
卯
、
官
告
第
四
候
長
、
記
到
馳
詣
官
會

図
母
以
宅
為
解
、
急
如

□口
。
叩
頭
、
唯
即
日
各
持
具
簿
、

奉

賦

ー

一

三

・

ー

ニ

A

第
四
候
長
行
者
致
主

□所
口

□口
口
鐵
者
頃
蒙
恩
、

叩
ー
ー
墨

B

⑧
官
告
誅
虜
守
候
史
褒
、
次
営
候
虜
井
上
、
記
到
荘
詣

官
候
重
事
、
母
以
他
病
為
解
有

7
9
D
M
 
• 

T
 5
 • 

2
2
1
A
 

教

・

隊

長

西

貸

食

B

①
九
月
辛
巳
、
官
告
士
吏
許
卿
、
記
到
持
千
秋
閣
軍
席
詣
府
、
母
以

宅
為
解

7
9
D
M• 
T12•31A 

士
吏
許
卿
亭
走
行

B

⑧
六
月
甲
戌
、
玉
門
候
丞
可
之
記
西
塞
候
長
可
推
将
候
候
長
口
牌
口

候
長

□□
等
、
記
到

□図

望
府
橡
驚
備
口
虜
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
令
吏
卒
離
署
持
七
月
候
記
牌

卒
稟
母
忽

□記
令
可
課
[SJ

79DM•T6•3 

⑨
図
口
言
口
厠

□□
史
伯
還
告
追
賊
於
狛
間
図

口
獲
賊
馬
悉
還
所
掠
、
記
到
令
所
部
咸
使
聞
知
欽
区

會
月
廿
四
日
卯
時
。
謹
案
文
書
、
書
郎
日
申
時
到
、
斯
由
神
芭

[SJ 

LA•VI•ii• 

0193 

以
上
、
九
簡
は
「
記
到
」
の
語
句
を
根
拠
と
し
て
ほ
ぼ
全
体
像
の
う

か
が
え
る
も
の
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
別
し
て
二
類

に
分
け
ら
れ
る
。
①
ー
の
ま
で
の
も
の
は
、
記
そ
の
も
の
の
可
能
性
が

強
い
簡
で
あ
り
、
⑧
⑨
は
文
書
簡
の
中
に
記
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
一
簡
ず
つ
考
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

0
は、

A
3
3
肩
水
候
官
の
治
所
と
考
え
ら
れ
る
地
点
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
あ
る
。
文
中
の
府
と
は
出
土
地
が
肩
水
候
官
址
で
あ
る
の
で
、

そ
の
上
級
官
庁
に
あ
た
る
肩
水
都
尉
府
を
さ
す
。
表
裏
一
連
同
筆
の
簡

で
形
状
は
両
行
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
肩
水
都
尉
府
か
ら
候
官
に
近
接

す
る
肩
水
金
関
の
関
薔
夫
久
に
あ
て
た
記
と
、
肩
水
候
官
（
恐
ら
く
は
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肩
水
候
）
へ
あ
て
た
記
と
の
二
事
が
害
か
れ
て
い
る
。
居
延
漢
簡
全
体

の
中
で
は
、
官
事
を
一
枚
表
裏
に
わ
た
っ
て
書
い
た
も
の
は
大
変
珍
ら

し
く
、
そ
の
点
で
こ
の
簡
は
特
異
な
一
枚
と
い
え
よ
う
。
簡
の
中
ほ
ど

薔
と
夫
の
間
に
は
空
白
が
設
け
ら
れ
、
裏
の
各
と
署
と
の
間
に
も
同
様

の
空
白
が
あ
る
。
害
き
出
し
が
年
号
を
記
さ
ず
六
月
辛
未
で
は
じ
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
肩
水
都
尉
府
か
ら
肩
水
候
官
へ
下

さ
れ
た
記
を
集
成
し
た
冊
の
一
枚
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
の
要
旨
は
r

都

⑪
 

尉
府
へ
報
告
さ
れ
た
逐
辟
候
官
(
?
)
と
棠
他
候
官
の
令
史
解
任
の
檄

が
一
通
、
い
ま
だ
都
尉
府
に
届
い
て
い
な
い
の
で
、
金
関
奮
夫
の
久
は

記
を
受
け
た
な
ら
ば
逐
辟
へ
赴
き
、
事
情
を
調
べ
て
翌
日
の
朝
に
都
尉

府
に
て
報
告
せ
よ
。
（
ま
た
、
逓
伝
の
遅
れ
も
考
え
ら
れ
る
の
で
）
各
署
の
記

が
届
い
た
な
ら
ば
、
発
信
時
を
チ
エ
ッ
ク
せ
よ
と
い
う
も
の
が
一
っ
。

そ
し
て
、
肩
水
候
官
へ
下
さ
れ
た
分
は
、
侯
官
が
都
尉
府
へ
送
っ
た
卒

の
負
債
は
都
吏
の
申
し
状
と
一
致
し
て
い
な
い
の
で
、
吏
を
遣
わ
し
て

調
査
せ
よ
。
将
軍
が
そ
の
件
を
存
知
な
け
れ
ば
改
め
て
報
告
せ
よ
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

文
中
に
、
各
署
記
到
起
時
令
可
課
と
あ
る
が
、
文
書
の
逓
伝
に
際
し

て
も
記
が
他
の
文
書
と
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
次
の
木
簡
に
よ
っ
て

わ
か
る
。図
二
封
記
、
詣
肩
水
、
一
封
詣
居
延
都
尉
、
十
二
月
下
鋪
時
、

沙

頭

卒

忠

、

付

辟

北

卒

朝

五

0
六
・
一
六

四
月
廿
一
日
記
一
、
左
撤
私
印
、
詣
肩
水
候
官
四
月
己
未
日

7] 
北

記

一

昏

時

遣

口

五

0
六
・
一
九

口
一
封
、
詣
廣
地
、
一
封
、
詣
棠
他
、
十
二
月
丁
卯
夜
半
壺
時
、

卒
憲
受
不
今
卒
恭
、
維
前
鳴
時
、
沙
頭
卒
忠
付
辟
北
卒
護

口
記
二
、
張
撒
印

口
封
詣
五

0
1―
-
•
一

ロロロロ
□一
封
二
月
甲
子
日
入
時
、
卒
憲
受
不
今
卒
史
晏

府
記
一
、
致
廣
地
塞
廣
地
昏
時
沙
頭
卒
忠
付
辟
北
卒
護

五
0
五
•
六

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
A
3
5
、
肩
水
都
尉
府
址
に
比
定
さ
れ
る
地
点
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
、
文
書
逓
伝
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
書
か
れ

て
い
る
府
記
と
は
張
液
太
守
府
か
ら
の
記
で
あ
ろ
う
。

②
は
、
年
号
が
冒
頭
に
あ
り
甲
渠
候
の
隆
か
ら
第
十
候
長
忠
等
複
数

の
者
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
簡
が
他
の
記
に
比
し
て
特
異
な
点

は
、
あ
て
先
が
複
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
等
と
省
略
し
て
お
り
、

「
告
」
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
「
謂
」
と
一
段
用
字
の
丁
寧
さ
を
下
げ

た
書
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
記
で
は
、
官
庁
名
の
み
で
発
信

者
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
簡
は
甲
渠
候
隆
と
個
人
名
が
害
か
れ
た
た

め
、
よ
り
直
接
的
な
下
達
表
現
を
表
わ
す
「
謂
」
が
使
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
出
土
地
は
A
8
甲
渠
候
官
址
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
簡
は

記
の
下
書
き
で
あ
り
実
際
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
に

あ
て
先
を
複
数
形
の
ま
ま
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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③
は
、
簡
の
上
部
が
完
全
な
簡
と
対
比
し
て
み
る
と
約
ニ
ー
三
字
分

欠
損
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
甲
渠
候
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

候
官
の
卒
周
利
が
第
七
隊
長
季
由
に
錢
数
百
(
?
)
を
貸
し
て
い
る
が
、

未
返
済
が
続
い
て
い
た
の
で
、
第
七
隊
を
統
轄
す
る
第
四
候
長
に
あ
て

て
季
由
の
三
月
の
奉
錢
を
候
官
へ
持
参
さ
せ
て
返
済
に
あ
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

漢
簡
で
は
記
に
よ
る
命
令
事
項
は
、
府
に
詣
れ
と
か
官
に
詣
れ
と
い

う
も
の
が
多
く
、
こ
れ
は

第
四
候
長
放
、
召
詣
官
、
三
月
甲
戌
口
五
ニ
・
六
二

第
十
七
候
長
立
、
召
詣
官
、
十
二
月
己
巳
蚤
食
入

一
六
一
・
七

⑱
 

な
ど
、
詣
官
簿
と
よ
ば
れ
る
簡
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
は
、
簡
は
両
行
の
幅
が
あ
り
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
、
年
号
も
月

日
も
発
信
者
も
記
載
が
な
い
。
こ
の
簡
の
前
に
年
月
日
・
発
信
者
と
共

に
何
ら
か
の
状
況
説
明
が
記
さ
れ
た
簡
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
官
に
詣

れ
と
記
し
な
が
ら
會
日
を
書
い
て
い
な
い
の
は
、
急
用
の
た
め
で
あ
る

と
考
え
る
。

⑧
は
、
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
で
は
「
第
四
候
長
行
者
致
主
」
の
面

を
裏
と
考
え
て
い
る
が
、
居
延
簡
の
封
検
や
他
の
記
の
簡
⑥
・
り
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
第
四
候
長
以
下
八
字
は
記
の
宛
先
と
逓
伝
方
法
を
指

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
表
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
甲
渠
候
官

か
ら
第
四
候
長
に
出
さ
れ
た
こ
の
記
に
は
、
具
体
的
な
状
況
説
明
も
な

く
た
だ
急
ぎ
候
官
へ
出
頭
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

A
の
二
行
目
冒

頭
の
欠
損
部
分
は
、
一
行
目
末
の
會
に
連
続
し
出
頭
す
べ
き
月
日
時
刻

が
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
簡
は
、

B
面
の
第
四
候
長
以
下

の
四
字
と
A
面
冒
頭
か
ら
二
行
目
の
急
如

□□
ま
で
が
一
筆
で
書
か
れ
、

A
面
の
叩
頭
以
下
B
面
の
叩
頭
に
及
ぶ
部
分
は
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

記
の
本
文
は

A
面
で
完
結
し
て
お
り
、
一
枚
単
独
で
用
い
ら
れ
た
可
能

性
が
強
く
、
そ
れ
故
に
別
筆
部
分
も
完
結
し
た
短
文
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
内
容
的
に
は
、
別
筆
部
分
は
釈
読
で
き
な
い
字
が
多
い
が
、
記

の
「
急
ぎ
出
頭
せ
よ
」
に
対
し
て
、
「
即
日
、
簿
と
賦
錢

(
9
・
）
を
持
参

し
…
」
と
あ
り
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
簡
の
出
土
地
が

A
8
甲
渠
候

官
址
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
四
候
長
へ
出
さ
れ
た
記
が
、
上
申
文
を
書

き
添
え
ら
れ
て
再
び
候
官
へ
返
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
 

⑥
か
ら
⑨
は
、
敦
燻
漢
簡
で
あ
る
。

⑱
は
、
玉
門
関
候
か
ら
誅
虜
守
候
史
へ
出
さ
れ
た
記
で
あ
る
。
文
中
、

次
営
候
虜
井
上
が
読
め
な
い
が
、
候
官
へ
の
出
頭
命
令
で
あ
ろ
う
。

り
は
、
玉
門
関
候
か
ら
士
吏
の
許
卿
へ
下
し
た
記
で
、
千
秋
閣
か
ら

単
膊
を
取
り
玉
門
都
尉
府
へ
出
頭
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
裏
に
あ

る
「
士
吏
許
卿
亭
走
行
」
と
は
、
封
検
の
宛
先
と
逓
伝
方
法
の
指
示
を

表
わ
す
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

A
面
に
は
年
号
も
省
か
れ
て
い
る
が
命

令
文
と
し
て
は
完
結
し
て
お
り
、

B
面
が
封
検
の
機
能
を
も
つ
こ
と
か

ら
、
こ
の
簡
も
一
枚
単
独
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

⑧
は
、
判
読
し
が
た
い
字
が
多
く
文
意
・
書
式
と
も
不
明
で
あ
る
。
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一
行
目
の
記
到
の
語
句
と
そ
れ
に
続
く
文
が
執
行
命
令
を
表
わ
す
文
に

似
て
い
る
の
で
記
の
例
と
し
て
あ
げ
た
。

①
は
、
『
流
沙
隊
簡
』
簿
書
類
の
二
九
に
あ
た
る
も
の
で
、
記
到
の

語
句
か
ら
記
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
記
は

「
會
月
廿
四
日
卯
時
」
ま
で
で
、
こ
の
命
令
に
対
し
て
「
謹
案
文
書
」

以
下
の
語
句
が
そ
の
報
告
を
表
わ
し
て
い
る
。

居
延
漢
簡
に
は
、
書
に
対
す
る
報
告
の
例
と
し
て
、

河
平
五
年
正
月
己
酉
朔
丙
寅
、
甲
渠
部
侯
誼
敢
言
之
、
府
移
暴
書

日
、
第
十
三
隊
長
解
宮
病
背
一
傷
右
泣

口

□愛
書
言
之
乗
時
亭
解
何
、
合
移
暴
各
如
牒
、
書
到
牒
別
言

・
謹
案
第
十
三
隊
長
解
宮
上
置

□口
傷
右
鮫
作
治三
五
・
ニ
ニ

A

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
甲
渠
候
の
誼
が
居
延
都
尉
府
か
ら
の
奉
書
に
対
し

て
、
報
告
を
上
申
す
る
も
の
で
あ
る
。
報
告
を
求
め
る
命
令
文
を
引
用

し
、
そ
れ
に
続
け
て
「
謹
案
」
以
下
甲
渠
候
か
ら
の
報
告
を
記
し
て
い

る。

5
の
簡
の
謹
案
文
書
と
記
の
文
と
の
関
係
も
同
様
の
も
の
で
あ
ろ

う。
以
上
九
簡
の
他
に
断
簡
で
は
あ
る
が
、

図
記
到
遣
吏
図
―

図

□記
到
起

□須
□N

図
解
何
、
記
到
卒
図

図
山
敢
、
記
到
遣
昌
此
方

五
六
一
・
ニ
三

五
0
九
・
ニ
五
A

ニ
四

0
・
八
B

二
―
0
•
三
二

七
三
・
一
四

口
口
吏
並
、
記
到
図

が
得
ら
れ
る
。

七
枚
の
記
と
若
千
の
断
簡
を
漢
簡
か
ら
指
摘
し
た
が
、
記
は
⑥
・
①

・
り
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
月
日
と
発
信
者
・
宛
名
・
命
令
事
項
の
四

つ
の
事
項
だ
け
で
実
用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
下
達
文
害
と
し
て
は
誠
に

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
こ
の
手
軽
さ
は
し
た
が
っ
て
、
多
方
面
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
献
に
見
ら
れ
る
如
く
多
種
の
内
容
を
記
の
中
に

含
む
こ
と
に
な
る
。
顔
師
古
は
、
記
を
注
す
る
に
あ
た
り
下
達
文
書
と

私
信
と
い
う
区
別
を
つ
け
ず
、
単
に
書
記
で
あ
る
と
解
釈
を
ぽ
か
す
例

が
多
い
。
列
伝
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
時
に
は
、
漢
書
の
趙
廣
漢
伝
の

廣
漢
嘗
記
召
湖
都
亭
長

に
注
し
て
、

為
書
記
以
召
之
、
若
今
之
下
符
追
呼
人
也

と
、
唐
代
の
符
に
な
ぞ
ら
え
て
は
い
る
が
一
定
の
理
解
を
示
す
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
趙
廣
漢
が
用
い
た
記
と
は
、
漢
簡
に
あ
る
④
．
伺
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
簡
の
記
に
あ
る
命
令
事
項
で
は
、
詣
官
會
月
日
と
書
か
れ
た
期
會

に
つ
い
て
の
も
の
が
多
い
が
、
同
じ
よ
う
な
命
令
が
書
と
し
て
出
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
記
と
書
の
書
式
を
比
較
す
る
上
で
書

の
例
を
あ
げ
る
と
、

十
月
壬
寅
、
甲
渠
部
侯
喜
告
尉
謂
不
侵
候
長
赦
等
、
寓
移
書
到
、

趣
作
治
已
成
言
、
會
月
十
五
日
詣
言
府
、
如
律
令
／
／
士
吏
宣
、
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一
四
ニ
・
三
三

令

史

起

一

三

九

・

三

六

、

は
、
候
官
か
ら
塞
尉
、
候
長
へ
出
さ
れ
た
も
の
。

謂
甲
渠
候
官
、
寓
移
書
到
、
會
五
月
旦
母
失
期
如
律
令
／
／
・
採
要
、

守

蜀

延

、

書

佐

定

世

四

ニ

・

ニ

0
A

章
日
居
延

B

は
、
居
延
都
尉
府
か
ら
甲
渠
候
官
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

記
の
例
に
あ
げ
た
①
・
伺
・
①
・
り
と
比
較
し
た
場
合
、
書
に
あ
る

「
如
律
令
」
が
記
に
は
な
く
、
か
わ
っ
て
「
母
以
℃
為
解
」
、
「
以
急
疾

為
故
、
急
」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
⑱
の
場
合
も
「
急
如
口

ロ
」
と
明
確
に
は
字
が
読
め
な
い
が
、
急
如
律
令
と
書
か
れ
た
例
は
未

発
見
で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
律
令
と
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
る
。

こ
の
命
令
の
末
尾
に
あ
る
「
如
律
令
」
と
い
う
語
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
國
維
は
『
流
沙
墜
簡
』
に
お
い
て
、

律
令
の
定
め
て
い
る
如
く
命
令
事
項
を
行
え
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い

⑮
 
う
。
大
庭
脩
氏
は
、
詔
書
の
公
布
書
式
の
語
句
を
解
釈
す
る
中
で
、

「
如
詔
書
」
「
如
詔
書
律
令
」
「
如
律
令
」
な
ど
の
例
を
あ
げ
、
こ
れ
ら

執
行
命
令
の
語
句
は
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
と
さ

れ
、
「
如
詔
書
律
令
」
の
語
は
、
新
た
に
詔
で
決
定
し
た
事
項
は
詔
書

の
如
く
し
、
す
で
に
律
令
で
定
め
て
い
る
事
ま
た
は
詔
書
を
施
行
す
る

に
あ
た
っ
て
の
諸
手
続
き
は
律
令
に
準
拠
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
と

⑯
 
ょ，―
9
>
 

と
す
れ
ば
、
記
に
「
如
律
令
」
が
付
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
命

令
事
項
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
受
令
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
各

情
況
に
応
じ
て
便
宜
が
は
か
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

文
献
か
ら
帰
納
し
て
得
ら
れ
た
、
記
は
法
的
拘
束
力
の
弱
い
文
書
で
あ

る
と
い
う
点
と
書
式
上
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
補
っ
て
命

令
の
執
行
を
促
す
た
め
、
「
母
以
宅
為
解
」
と
か
「
母
以
急
疾
為
故
」

と
い
う
発
令
者
側
か
ら
の
文
言
が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
い
え

ば
、
如
律
令
が
無
く
「
母
以
宅
為
解
」
な
ど
の
文
言
が
付
さ
れ
た
下
達

文
書
は
、
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

詣
官
會
辛
亥
旦
、
須
有
所
口
、
母
以
宅
為
解

五
、
む
す
び

二
五
九
・
一
―

漢
代
に
用
い
ら
れ
た
文
書
に
、
記
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
記
と
い

う
名
詞
は
、
陳
槃
氏
が
説
く
よ
う
に
書
啓
を
表
わ
す
場
合
も
あ
る
が
、

漢
書
・
後
漢
書
で
の
例
及
び
木
簡
か
ら
帰
納
し
た
結
果
、
下
達
文
書
の

一
っ
と
し
て
行
政
機
構
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
記
が

他
の
文
書
（
害
・
檄
）
と
異
な
り
特
色
と
す
る
点
は
、
書
式
上
、
「
如
律

令
」
が
命
令
の
末
尾
に
付
か
ず
、
か
わ
っ
て
「
母
以
宅
為
解
」
な
ど
の

発
令
者
側
か
ら
下
達
事
項
の
執
行
を
教
諭
す
る
よ
う
な
文
言
が
付
く
こ

も
記
の
可
能
性
が
強
い
。
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巻
七
十
六

と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
如
律
令
」
が
無
い
た
め
に
命
令
の
執
行
が
受

令
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
、
そ
の
た
め
記
は
他

の
文
書
に
較
べ
て
法
的
拘
束
力
の
弱
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

註

①
大
庭
脩
氏
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
（
一
九
八
二
年
、
創
文
社
）

第
二
章
居
延
出
土
の
詔
書
冊
参
照

③
大
庭
氏
前
掲
書
、
第
一
篇
第
二
章
漢
王
朝
の
支
配
機
構
参
照

③
仁
井
田
陛
氏
『
唐
宋
法
律
文
害
の
研
究
』
（
一
九
三
七
年
、
東
京
大
学
出

版
会
）
第
三
編
第
五
章
符
参
照

④
大
庭
氏
前
掲
書
、
第
五
篇
第
一
章
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
に
も
、

こ
の
簡
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
り
、
私
見
と
同
じ
で
あ
る
。

⑥
文
書
の
逓
伝
を
示
す
木
簡
に
も其
三
封
板
檄
、
張
披
太
守
章
詣
府

合
檄
牛
駿
印
詣
張
液
太
守
府
牛
撒
在
所

北
書
三
封
合
激
坂
激
各
一

九
月
庚
午
下
鋪
七
分
臨
木
卒
副
受
舟
井
卒
弘
鶏
鳴
時
嘗
曲

卒
昌
付
収
降
卒
福
界
中
九
十
五
里
定
行
八
時
三
分
賓
行
七
時
二
分

一
五
七
・
一
四

第
三
篇

と
あ
り
、
檄
と
書
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

16
（
一
九
四
七
年
）

①
全
上
古
秦
漢
三
國
六
朝
文
の
全
漢
文
巻
二
四
詣
丞
相
公
孫
弘
記
室
書

に
あ
h
ン。

⑧
漢
書
補
注

⑨
『
漢
書
注
商
』
（
一
九
八
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

p267参
照

⑩
漢
書
巻
七
十
六
張
敵
伝
の
他
の
個
所
に
、
受
記
考
事
の
い
き
さ
つ
を
記

し
た
文
が
あ
り
、

敵
使
賊
捕
撒
紫
舜
有
所
案
験
。
舜
以
敵
劾
奏
常
免
、
不
肯
為
敵
意
事
、
私

蹄
其
家

と
あ
る
。

⑪
簡
文
の
内
容
及
び
語
順
か
ら
、
「
逐
辟
」
は
地
名
ま
た
は
侯
官
名
と
読
む

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑱
「
謂
」
と
「
告
」
の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
氏
『
木
簡
』
（
一
九

七
九
年
、
学
生
社
）

p156
を
参
照

⑬
永
田
英
正
氏
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
候
官
に
つ
い
て
の
一
試
論
~
破
城

子
出
土
の
八
詣
官
＞
簿
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
史
林
』
第
五
六
巻
五
号
、

一
九
七
三
年
。
）

⑭
こ
こ
に
引
用
し
た
敦
煙
漢
簡
固
．

m．
⑧
は
、
一
九
七
九
年
発
掘
の
も
の

で
、
甘
粛
省
博
物
館
・
敦
煙
県
文
化
館
「
敦
煙
馬
圏
湾
漢
代
烙
煽
遺
址
発
掘

簡
報
」
及
び
呉
初
駿
氏
の
「
玉
門
関
与
玉
門
関
候
」
（
『
文
物
』
一
九
八
一
年

第
一

0
期
）
の
釈
文
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑮
『
流
沙
墜
簡
』
屯
戌
叢
残
考
繹
簿
書
類
六

⑯
大
庭
脩
氏
前
掲
註
①
の
書
、
第
三
篇
第
二
章
第
二
節
詔
書
の
公
布
そ

の
他
の
書
式

p250、
251
参
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
関
西
大
学
大
庭
脩

教
授
に
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
神
戸
市
立
赤
塚
山
高
等
学
校
教
論
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